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研究要旨 

回復期機能をもつ地域病院において，心血管疾患により入院した高齢患者における嚥

下障害の有病率とリハビリ介入の現状を後ろ向きに調査した．この結果，嚥下リハビリ

テーションが必要な患者群は高齢かつ認知障害などの併存症が多く，入院期間が長期化

していた．また、嚥下障害リハビリテーションは，経口摂取量,BMIの改善に寄与し，

ADL の自立に強く関連していた．高齢の心血管疾患により入院患者には、嚥下障害のマ

ネジメントを心臓リハビリケアプログラムに統合することが重要であると考えられる． 

 

Ａ．研究目的 

本研究は，高齢の心血管疾患に伴う入院

患者において，嚥下障害の有病率と管理の

現状を明らかにするとともに，嚥下障害リ

ハビリの統合がこれら患者の経口食事摂取

カロリー，BMI，ADL に与える影響を調査す

ることを目的とした．  

 

Ｂ．研究方法 

 この研究は新潟南病院で実施され，2019

年 1月 1日から 2021年 12月 31日までに心

血管疾患で入院した 65 歳以上の患者を対

象にした．研究データは電子医療記録から

抽出され，匿名化された．嚥下障害の診断に

は看護スタッフによる初期スクリーニング

および必要に応じて専門チームによる詳細

な評価が行われた．統合的なリハビリは，関

連学会による心臓リハビリガイドラインに

準拠し，多職種チームによって実施された．

統計分析には SPSS および EZR を使用し，p

値<0.05 を統計的に有意とした． 

 本研究は既存の診療情報を用いるもので

あり，対象患者の試料を用いるものではな

い．研究内容は新潟大学倫理審査委員会の

承認を受けて実施されており，研究対象者

には，「新潟大学人を対象とする研究等倫理



 

審査委員会 オプトアウト書式」に記載の

事項について，施設内にポスターを掲示す

るとともに，新潟南病院のホームページ上

にも公開し，調査に同意しない場合は研究

対象者から除外する旨を開示している． 

 

Ｃ．研究結果 

本研究の対象は 732 人であり，平均年齢

は 86.0±7.8 歳と高く，307 人（41.9%）が

男性であった．このうち 403 人（55.1%）が

嚥下リハビリを必要とし（DR 群），残りの

329 人が嚥下リハビリを必要としなかった

（NDR 群）．DR 群は年齢が高く，認知障害，

脳血管疾患，がんなどの併存症が多く,介護

施設からの入院も多かった．これらの患者

は長期の入院が多く，入院中の死亡率も高

かった．心エコー検査は DR 群の 213 人と

NDR 群の 269人で行われ，左室駆出率（EF）

に有意な差はなかった（DR 群 57.3% vs NDR

群 55.6%，p=0.254）． 

638 人の生存退院患者のうち，病前,入院

時,退院時の ADL（Barthel index；BI）と食

事摂取のデータが全て利用可能な 314 人に

おいて，DR群と NDR 群の背景と介入成果を

解析した．背景疾患の有病率にいくつかの

違いが見られたが，DR群は年齢が高く，介

護施設からの入院が多かった．しかし，入院

期間は両群間で有意な差はなかった．また，

DR群は NDR群に比べて介護施設への退院率

が高かった．DR 群の絶食期間が長かったに

もかかわらず，退院時の経口摂取カロリー

には両群間で差がなかった．同様に，必要基

礎代謝率から計算された 1 日のカロリー摂

取比にも差を認めなかった．さらに，DR 群

は入院中の最小 BMI および退院時の BMI が

低く，低体重（BMI<18.5）の割合が高かった

が，入院中の最小 BMI から退院時の BMI へ

の変化（ΔBMI）には両群間で有意な差はな

かった．DR群は NDR 群に比べて病前，入院

時，退院時の ADL レベルが一貫して低かっ

たが，入院から退院までの回復の程度は両

群で同等であった．退院時の BI スコアによ

る患者の層別分析では，退院時の BI が 40

以上の患者は入院時から退院時にかけての

ADL の顕著な改善が見られたが，BIが 40 未

満の患者では顕著な改善は見られなかった．

さらに，退院時の BMI が 18.5 以上である患

者の割合を，退院時の BIスコアの 3つのレ

ベル（40 未満，40～85，85 以上）で層別化

すると，NDR群では，すべての BI カテゴリ

ーで BMIが 18.5以上の患者の割合が高かっ

た．特に DR 群では，退院時の BI スコアが

高い患者ほど，BMI が 18.5 以上である割合

が高かった．退院時に ADL 自立が達成でき

なかった（BI<85）因子の解析では，嚥下リ

ハビリの必要性が，年齢，性別，入院期間，

病前 ADL，認知症の存在，リハビリの対象疾

患数と独立した強力な関連因子であった

（オッズ比 2.359）． 

 

Ｄ．考察 

 高齢者における嚥下障害の有病率は非常

に高く，特に心血管疾患を持つ患者におい

て顕著である．嚥下障害は入院期間の延長，

退院後の生活環境への影響，および QOL の

低下に関連しており，これらの問題を解決

するためには，心臓リハビリケアに嚥下リ

ハビリを統合することが重要であることが

示された．さらに，嚥下リハビリが ADL の

自立に及ぼす影響は，入院中の適切なリハ

ビリ介入により向上する可能性があること

が示唆された．この研究の結果は，高齢者に



 

おける嚥下障害のマネジメントを心臓リハ

ビリプログラムに統合することの重要性を

強調するものである． 

 

Ｅ．結論 

 本研究は，高齢の心血管疾患患者におけ

る嚥下障害の高い有病率を明らかにし，嚥

下障害リハビリが ADL の自立を向上させる

ことを示した．嚥下障害の管理を高齢者の

包括的なケアに統合することは，彼らの経

口摂取量，栄養状態，および全体的な QOL に

肯定的な影響を与えるため，このアプロー

チの採用が勧められる．今後の研究では，嚥

下障害リハビリの効果的な要素を特定し，

患者ケアを改善するための革新的なアプロ

ーチを探求することが求められる。 

 

Ｆ．研究発表 
 
1.  論文発表 
・心疾患入院患者に対する複合リハビリテ
ーションの現状と課題 -超高齢患者の回
復期リハビリテーションのための病床機能
の利活用- 
日本心臓リハビリテーション学会誌（in pr
ess; 査読あり） 
 
 2.  学会発表 
・第5回 日本在宅医療連合学会大会  
医療連携を意識した心不全管理：回復期病
院の立場から 2023年6月25日 朱鷺メッ
セ（新潟市） 
 
・第29回 日本心臓リハビリテーション学
会学術集会 
会長企画特別セッション 
回復期機能を持つ地域病院で実践する心リ
ハの現状と課題 2023年7月16日 パシフ
ィコ横浜（横浜市） 
 
・新潟県フレイル対策二次予防事業報告会 
フレイルを伴う高齢心不全患者へのリハビ
リ介入 2023年7月11日 新潟県医師会館
（新潟市） 
 
・南加賀心臓リハビリテーションを考える
会 

高齢フレイル心不全患者の心臓リハビリテ
ーションと在宅復帰支援 
2023年9月12日Web 
 
・第14回日本腎臓リハビリテーション学会
学術集会 
ジョイントシンポジウム2: 日本リハビリ
テーション医学会 
「CKD患者へのリハビリテーション医療」 
2: 回復期リハ病床におけるCKD患者への
リハビリテーション医療 
2024年3月16日 朱鷺メッセ（新潟市） 
 
・第14回日本腎臓リハビリテーション学会
学術集会 
ジョイントシンポジウム10: 日本心臓リハ
ビリテーション学会 
「心腎連関とリハビリテーション」 
2: 高齢心不全患者におけるCKDを含む内
部障害リハビリテーションと複合リハビリ
テーションの現状と課題 
2024年3月17日 朱鷺メッセ（新潟市） 
 
・第14回日本腎臓リハビリテーション学会
学術集会 
シンポジウム8:  
心疾患を合併した血液透析患者に対するリ
ハビリ療法は如何なるアウトカムをもたら
したのか？  
4: 心不全診療から一言 
令和時代の心リハチームが心疾患を合併し
たCKD患者に果たすべき役割 
2024年3月17日 朱鷺メッセ（新潟市） 
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